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１．全体概要 








 小幡 道昭（東京大学・名）：資本主義の発展と『資本論』の読ま 
       れ方 
 松井 曉（専修大学）：人間本質としての労働と『資本論』におけ 
    る「労働日の短縮」 
 内田 弘（専修大学・名）：比較近現代史から見た『資本論』 
 平子 友長（一橋大学・名）：『資本論』における物象化・物化・疎 
    外─マルクス唯物論の基本概念 
 森岡 孝二（関西大学・名）：『資本論』から見た現代日本の労働時 
    間 
 建部 正義（中央大学・名）：現代の金融危機と『資本論』 
 守 健二（東北大学）：“The First Publication of Economic  
    Manuscripts in MEGA and New Aspects of Marx’s Economic  
    Theory” 
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???????????31?（2017?）
 Timm GRASSMANN（ベルリン大学博士課程・BBAW）“The MEGA and  
    Marx’s Studies on the Economic Crises of the 19th  
    Century” 
 続く第二部では、総合討論／コーディネーター：八木紀一郎（京






守教授は先ず，①『資本論』第 2 巻用全 8 草稿のうち，エンゲルス
は第 3 編（再生産論）の編集において第 2 草稿の半分を採用しなか









                                                                
1 フル・ペーパーは，Mori, Kenji(2017).“The First Publication of Economic 
Manuscripts in MEGA and New Aspects of Marx’s Economic Theory: Marx’s 
Six-Sector Model and Its Theoretical Implications.” Tohoku Economics 
Research Group Discussion Paper. No.374. Graduate School of Economics and 
Management, Tohoku University. Sendai. 
2 Sraffa, Piero(1960). Production of Commodities by Means of Commodities: 
Prelude to a Critique of Economic Theory. Cambridge at the University Press. 




























































現行『資本論』の 2 巻、3 巻部分はエンゲルスの編集による現行『資
本論』とは異なり，さらに精緻化された姿を採っていたに違いない，
と考える小稿の筆者にとっては，草稿内容をもってしても，マルク
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8 尚，今回のシンポジウムでは，そのような原稿を 2 部問再生産表式にまとめた
エンゲルスの編集能力もまた評価されるべきだ，とする指摘もあった。  
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ス自身の恐慌論は未完成であり、経済活動がどの様なプロセスを経
て周期的変動を生み出すのかという点について依然として解明され
ていないことを知り得たことそれ自体が，大変有意義であった。そ
してその後，このシンポジウムとは別の機会において，信用と再生
産がどの様にモデル内で関連付けられるのか，という点も定式化さ
れているとは未だ言いがたい状況が確認できた。再生産と恐慌と信
用の間の連関をモデル化することの困難さは，現時点においてもマ
ルクス派経済理論の発展を妨げる壁となっていると言わざるを得な
いのである。 
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